
主催：立命館大学能楽部OB会・立命館大学能楽部　後援：立命館大学校友会　補佐：青木道喜（講師・シテ方観世流）  
お問い合わせ先：立命館大学能楽部OB会事務局　e-mail　ritsnohob@gmail.com　お気軽にお問い合わせください。
能「杜若」写真　シテ 青木道喜（写真：金の星渡辺写真場提供）

2019 年  ６月 16日（日）午前 9 時 30 分より
於　京都観世会館
能「杜若」「熊坂」ほか 舞囃子・仕舞など多数
ご入場無料・全館自由席・ご入退場自由　９時開場・終演午後５時 30 分ころ

京都市左京区 岡崎円勝寺町 44
平安神宮南　電話： 075-771-6114
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午
前
九
時
三
十
分

　

連
吟 

鶴　

亀 

キ
リ 

能
楽
部
現
役
生
一
同

　

連
吟 

竹
生
島 

所
は
海
の
上
〜 
能
楽
部
Ｏ
Ｂ
一
同

午
前
九
時
五
十
分
頃

　

舞
囃
子 

高　

砂 

五
段 

水
野　

力
雄
（
昭
和
五
一
年
卒
）

　

舞
囃
子 

邯　

鄲  

平
田　
　

太
（
平
成
八
年
卒
）

午
前
十
時
三
十
分
頃

　

舞
囃
子 

紅
葉
狩 

急
之
舞 

中
谷　

雅
晴
（
平
成
十
一
年
卒
）

　

連
吟 

船
弁
慶 

サ
シ
〜
中
入
前 

昭
和
五
一
〜
五
五
年
卒
有
志

午
前
十
一
時
頃

　

一
調 

安　

宅 

勧
進
帳 

中
小
路
宗
隆
（
昭
和
三
十
年
卒
）

　

連
吟 

田　

村 

キ
リ 

能
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
東
海
支
部

午
前
十
一
時
二
十
分
頃

　

能 

杜　

若 

恋
之
舞

 

　
　

杜
若
の
精　
　

徳
岡
和
美
（
昭
和
四
五
年
卒
）

 

　
　
　

旅
の
僧 

原　
　

大
（
平
成
六
年
卒
・
ワ
キ
方
高
安
流
）

 

　
　
　

地
謡 

女
性
Ｏ
Ｂ
・
現
役　
ほ
か

午
後
十
二
時
三
十
分
頃

　

仕
舞 

船　

橋  

山
本　
　

淳
（
昭
和
四
二
年
卒
）

　

連
吟 

吉
野
天
人  

能
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
奈
良
支
部

午
後
十
二
時
四
十
分
頃

　
狂
言
小
舞 

七
つ
に
な
る
子  

松
本　
　

薫
（
昭
和
六
一
年
卒
・
狂
言
方
大
蔵
流
）

　
番
外
仕
舞 

雨　

月 

雨
之
段 

橋
本
擴
三
郎
（
昭
和
四
七
年
卒
・
シ
テ
方
観
世
流
）

　
番
外
仕
舞 

三
井
寺 

鐘
之
段 

戸
川　

瑞
穂
（
昭
和
四
六
年
卒
・
シ
テ
方
観
世
流
）

午
後
一
時
十
五
分
頃

　

仕
舞 

清  

経 

ク
セ 

太
田　

吉
雄
（
昭
和
四
八
年
卒
）

　

連
吟 

熊　

野 

ロ
ン
ギ 

神
無
月
会

午
後
一
時
四
十
分
頃

　

舞
囃
子 

松　

風  

木
戸　

直
子
（
平
成
六
年
卒
）

　

舞
囃
子 

三　

輪  

日
野　

敦
子
（
昭
和
三
六
年
卒
）

午
後
二
時
三
十
分
頃

　

仕
舞 

西
王
母  

大
廻　

優
人
（
現
役
・
二
回
生
）

　

仕
舞 

胡　

蝶  

藤
井　

佳
穂
（
現
役
・
三
回
生
）

　

仕
舞 

龍　

田 

ク
セ 

福
岡　
　

葵
（
現
役
・
二
回
生
）

午
後
二
時
四
十
分
頃

　

舞
囃
子 

松　

虫  

高
木　

昌
生
（
昭
和
四
七
年
卒
）

　

一
調 

正　

尊 

起
請
文 

分
林　

保
弘
（
昭
和
四
一
年
卒
）

午
後
三
時
十
分
頃

　
招
待
出
演 

京
都
大
学
能
楽
部
観
世
会
Ｏ
Ｂ
会

　
招
待
出
演 

京
都
女
子
大
学
能
楽
部
観
世
会
Ｏ
Ｇ
会

　
招
待
出
演 

法
政
大
学
能
楽
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

午
後
三
時
三
十
分
頃

　

能 

熊　

坂

 

　
　

熊
坂
長
範　
　

坂
井
順
亮
（
平
成
二
七
年
卒
）

 

　
　
　

旅
の
僧 

小
林　

努
（
平
成
九
年
卒
・
ワ
キ
方
高
安
流
）

 

　
　
　

里
の
者 

善
竹
忠
亮
（
平
成
一
四
年
卒
・
狂
言
方
大
蔵
流
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平  
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正
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昭
和
四
一
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舞 
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北 

ク
セ 

堅
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寛
美
（
昭
和
六
一
年
卒
）
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舞 

百　

萬 

笹
之
段 

矢
崎
美
奈
子
（
平
成
三
年
卒
）

　

仕
舞 

野　

守  

高
橋　

大
作
（
平
成
九
年
卒
）

午
後
五
時
頃

　

連
吟 
海　

士 

玉
之
段 

雛
酔
ゝ
ゝ
会

　

連
吟 
玄　

象  

月
壱
会
（
結
成
五
十
年
）

午
後
五
時
十
五
分
頃

　
番
外
仕
舞 

賀　

茂  
青
木
真
由
人
（
立
命
館
宇
治
中
学
校
三
年
生
）

　
番
外
仕
舞 

西
行
桜  
青
木　

道
喜
（
立
命
館
大
学
能
楽
部
講
師
）

　

連
吟 

猩　

々 

キ
リ 

全
員

午
後
五
時
三
十
分
頃
終
了
予
定
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能　

杜
若 

か
き
つ
ば
た

三
河
国
（
愛
知
県
）
に
、
諸
国
を
巡
る
僧
が
着
き
ま
す
。
沢
辺
に
咲
く

杜
若
を
眺
め
て
い
る
と
、
ひ
と
り
の
女
が
現
れ
ま
す
。
女
は
こ
こ
は
杜
若

の
名
所
、
八
橋
で
あ
る
と
教
え
ま
す
。
僧
が
八
橋
が
古
歌
に
詠
ま
れ
た
地

で
あ
る
こ
と
を
言
う
と
、
女
は
在
原
業
平
が
『
か
き
つ
ば
た
』
の
五
文
字

を
句
の
は
じ
め
に
置
き
、「
か
ら
こ
ろ
も　

き
つ
つ
な
れ
に
し　

つ
ま
し
あ

れ
ば　

は
る
ば
る
き
ぬ
る　

た
び
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
と
詠
ん
だ
こ
と
を
語

り
ま
す
。
や
が
て
日
が
暮
れ
る
と
、
女
は
一
夜
の
宿
を
貸
し
ま
し
ょ
う
と

僧
を
自
分
の
庵
に
招
き
ま
す
。

女
は
そ
こ
で
装
い
を
替
え
て
現
れ
ま
す
。
美
し
し
唐
衣
、
に
冠
を
戴
い

た
雅
び
な
姿
で
す
。
唐
衣
は
業
平
の
恋
人
高
子
の
后
の
も
の
、
冠
は
業
平

の
も
の
と
教
え
、
自
ら
は
杜
若
の
精
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ま
す
。

杜
若
の
精
は
、
業
平
は
歌
舞
の
菩
薩
の
化
身
、
そ
の
和
歌
の
言
葉
は
非

情
の
草
木
を
も
救
い
に
導
く
と
語
り
ま
す
。
そ
し
て
、
伊
勢
物
語
に
描
か

れ
た
恋
や
歌
の
言
葉
を
ち
り
ば
め
な
が
ら
美
し
い
舞
を
見
せ
、
す
べ
て
を

仏
に
導
く
法
を
授
か
り
、
悟
り
を
得
た
と
し
て
、
夜
明
け
の
光
の
中
に
姿

を
消
し
ま
す
。

能　

熊
坂 

く
ま
さ
か

東
国
を
目
指
す
都
の
僧
が
、
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
赤
坂
に
さ
し
か
か
り

ま
す
。
そ
こ
に
、
一
人
の
僧
が
現
れ
彼
を
呼
び
止
め
ま
す
。
今
日
は
さ
る

者
の
命
日
な
の
で
、
弔
っ
て
欲
し
い
と
頼
み
ま
す
。
旅
僧
は
、
誰
を
回
向

す
る
の
か
と
問
い
ま
す
が
、
そ
の
名
は
明
か
さ
ず
、
庵
に
案
内
し
ま
す
。

庵
の
中
に
は
仏
像
は
無
く
、
長
刀
な
ど
の
武
具
が
あ
る
ば
か
り
で
す
。

旅
僧
は
怪
し
ん
で
尋
ね
ま
す
。
す
る
と
、「
こ
の
辺
り
は
物
騒
な
の
で
、
助

け
を
求
め
る
人
々
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
仏
の
教
え
に
も
か
な

う
こ
と
で
す
」
と
言
っ
て
寝
室
へ
姿
を
消
し
ま
す
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
、

辺
り
は
一
面
の
草
む
ら
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

旅
僧
は
土
地
の
者
か
ら
、
か
つ
て
こ
の
地
を
さ
わ
が
せ
た
大
盗
賊
、
熊

坂
長
範
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
旅
僧
は
、
先
ほ
ど
の
僧
が
熊
坂
の
霊

と
気
づ
き
、
弔
い
ま
す
。
僧
の
前
に
、
長
刀
を
携
え
た
熊
坂
長
範
の
霊
が

現
れ
ま
す
。
彼
は
、
今
な
お
略
奪
に
明
け
暮
れ
た
生
前
の
妄
執
に
囚
わ
れ

つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
、
都
か
ら
下
る
金
売
り
吉
次
の
一
行
を
襲

撃
し
た
事
件
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
盗
賊
た
ち
は
そ
こ
に
い
た
牛
若
丸
に

よ
っ
て
こ
と
ご
と
く
返
り
討
ち
に
遭
っ
た
の
で
し
た
。
熊
坂
の
霊
は
、
自

身
の
奮
戦
ぶ
り
と
最
期
の
様
子
を
伝
え
終
え
、
弔
い
を
願
い
、
消
え
失
せ

る
の
で
し
た
。

主 な 演 目 の あ ら す じ

立
命
館
大
学
能
楽
部
創
部
九
十
周
年

京都市左京区岡崎円勝寺町 44（地下鉄東西線・東山駅徒歩 5分ほか）
会館に駐車場はありません。近隣の駐車場をご利用ください。

※やむを得ない事情で、演目ならびに出演者等に変更がある場合がございます。また、上記の時刻はあくまでも目安です。
　上演中の撮影・録音などは固くお断りいたします。携帯電話・スマートフォンなどの電源はお切りください。
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